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1.中国大気汚染防止の法体制と関連政策  
 の策定における科学研究の役割 
 
2.大気汚染問題の解決予測 
 
3.大気汚染防止対策に残された課題 
 
4.大気汚染分野における科学政策の推進
のあり方に関する考察 



3 
1970 1980 1990 2000 2010

環境保護法の制定 
（1979年） 

大気汚染防止法の
制定（1987年） 

大気環境質量基準
の制定（1982年） 

大気汚染防止法の
改正（1995年） 

大気汚染防止法の 
改正（2000年） 

大気汚染防止法改
正法案の審議中 
（2015年） 

環境空気質基準の更新
（2012年） 

主要な汚染源 

主要な汚染物質 

主要な対策措置 

主要な 
大気汚染問題 

大気汚染の範囲 

出典：李培、王新ら、 「我国都市大気汚染控制総合管理対策」、環境与持続可能な発展2011年5期、を参考に作成 
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TSP、PM10 

除塵、排煙の抑制、 
工場閉鎖/移転/ 
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煤煙、酸性雨、 
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ローカルエリア＋区域 

石炭燃焼、工業、 
揚塵、自動車 

SO2、NOx、 

TSP、PM10、PM2.5、 
VOC、NH3 

脱硫除塵、工業汚染整備、 
自動車排ガス整備、総量規制 

煤煙、酸性雨、光化学汚染、 
煙霧・スモーグ/ 
微小粒子状物質、 
有毒有害物質 

区域＋半球 

環境空気質基準の更新
（1996年） 
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出典：染野憲治「中国の環境問題と環境政策・環境問題から見る中国社会」資料2013に基づき作成 
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地方環境保護局 

国務院各部門 環境保護管理部門 

大気汚染防止を含む環境科学研究の重要課題は国家科学発展“七五”“八五”“九五”“十五”“十一五”計画に組み込まれた． 

大学教育研究機構 中国科学院 

科学研究体制 

環境科学の研究成果は大気汚染防止のための 
法律の完備・政策の策定を促進 
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政策と法律の完備 

 
 
 
 

 

 
 

技術保障 
汚染物質排出基準の策定 
環境設備基準の策定 

 
 
 

排ガス浄化機器 

環境科学研究の成果は大気汚染防止のための技術発展の基盤であり、
汚染物質の排出基準、環境基準等の策定に重要な役割を果たす 
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３つの研究報告に基づくエネルギー・環境展望（模式図） 

注：３つの研究報告は国際機関であるIEA、日本の専門シンクタンクのエネルギー経済研究所、中国科学院
が作成した報告書のことを指す。 
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硫黄酸化物排出量の経年変化 

注：SO2排出総量の集計方法が2011年より改正 
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2294.5 

環境保全投資の推移 

七五計画 （86-90） 476.42億元（GDP比約0.65%） 

八五計画 （91-95） 1306.57億元 （GDP比約0.68%） 

九五計画 （96-00） 3447.52億元 （GDP比約0.83%） 

十五計画 （01-05） 8399.3億元 （GDP比約1.19%） 

うち都市環境インフラ建設：4888億元 （ガス、中央供熱、排水、公園緑化、衛生）  

うち建設プロジェクト環保投資：2160億元  

うち工業汚染源対策投資：1351億元（うち国家予算119億元、外資33億元） 

十一五計画（06-10） 23760.91億元（GDP比約1.5%）（うち国家予算1500億元以上） 

十二五規画 （11-15） 34000億元 うち環境汚染対策施設運営費：10500億元 

増 

出典：染野憲治「中国の環境問題と環境政策・環境問題から見る中国社会」2013 （更新有） 

http://www3.zero.ad.jp/lab/
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2015年3月の北京、山東、河北、上海、 

综合治理，北京大学P参考 
 

http://wenku.baidu.com/link?url=xN2bptE4fD7CyhbsheeqnKvhB
H_pP_jpBi6_KT62tZZ25KhI9EHN4ppb5UZvv9DK0kL11R3L6E84hPf
eUX8SPgezL81bO6mb8EP2IKHkeei 

http://www.cb.com.cn/info/2013_0411/45952
8.html 

山東省  2015年3月 筆者撮影 

ここに建物と工場があるのが見えますか？ 
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河北省 2015年3月筆者撮影 

これらの黒い点は雨水です。 
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北京市 2015年3月 筆者撮影 

朝6時の北京駅です。 
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【法律】 

・経済発展を優先する論調は依然として高い．  
・環境政策実施体制が不十分． 
・政策と政策の実効にギャップがある． 

・大気汚染防止法． 
←規制措置の更新遅れ 

【体制】 

【科学】 
・科学研究は早期に開始されていた． 

・大気汚染改善のための資金導入と汚染物質除去設備の普及、観測体制の整
備が汚染物質の排出に追いつかない． 

当時、大気の観測結果と実際の大気環境にギャップがある． 

観測指標、観測方式と対策重点領域は環境問題の変遷に追いつかない． 

2011年PM2.5測定値は社会的な話題→2013年1月、中国広範囲で深刻な大
気汚染（煙霧）が発生、この汚染の主な原因はPM2.5 である． 
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 【地方行政への支援の強化】 
  地方政府の環境政策実施体制を完備させると同時に、行政職員のキャパシティビルディングを継続的に実施． 
 【国内外から圧力を利用】 
  政府および事業者の情報公開義務を強化し、市民による事業者の違法行為監視を強める．   
 そして環境保護を重視する社会を持続的につくっていく． 
 【柔軟性のある政策を有効に利用】 
    資金問題、経済成長の鈍化に影響されない大気汚染改善策. 
     コベネフィット政策、複数の汚染物質を同時抑制する政策を積極的に採用． 

          
・環境空気質量基準の更新と強化（2012年）． 

・大気汚染防止行動計画の策定．（2013年） （中央→重点地域→地方政府） 
PM2.5測定ネットワークを形成．（2013年以降） 

・改正大気汚染防止法案の改正．（2014年から現在に至る）（大学研究機関等の意見を聴取）．等 

PM2.5を含むすべての大気汚染物質に着目、重点地域のみならず、早期に科学政策措置を実施． 

市民の環境議論 

協力を求める 

政府の緊急課題 
政府の議論 科学分野での議論 

課題を改善するための取組 

科学政策の推進 
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Thank you very much for your attention! 

e-mail 

feng@iges.or.jp 


